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１．会社概要

１．１　　一般
当社では、○○、△△、◇◇などの舶用製品を製造・販売しており、各省庁をはじめ地方自治体などから☆☆の認定を受けている。
当社の歴史は、明治○△年に□□▽▽により創業され、昭和▽○年に◇◇○○により○○工業株式会社が設立された。創業時より『お客様本位』の思想を徹底して貫き、ニーズに即応する独自の製品開発、きめ細かな営業活動、各種素材の生産技術などにより、○○及び△△のトップメーカーとしての役割を果たしている。

１．２　　事業所
	本  社 
	〒105－0001 東京都港区虎ノ門 一丁目1 番1 号
○○ビルディング ３Ｆ
電話 (03) 3633-1111　　　FAX (03) 3633-1177

	横浜工場

	〒231－0007 横浜市中区弁天通 二丁目2 番地
電話 (045) 223-1111　　　FAX (045) 223-1177

	大阪工場

	〒554－0012 大阪市此花区西九条 三丁目3 番3号
電話 (06) 6677-1111　　　FAX (06) 6677-1188

	広島工場

	〒732－0012 広島市中区上八丁堀 四丁目4番地
電話 (082) 223-1111　　　FAX (082) 223-1188

	今治工場

	〒794－0033 今治市東門町 五丁目5番5号
電話 (0898) 23-1111　　　FAX (0898) 23-1188


ホームページアドレス http://www.ookogyo.co.jp/

Ｅ－Ｍａｉｌアドレス info＠ookogyo.co.jp
１．３　　当社の製品


当社が製造・販売する舶用製品は次の通りである。

○○、△△、◇◇、　・・・・・・・

２．一般

２．１　　目的

本化学物質管理マニュアルは、舶用事業者として、「2009年の船舶の安全かつ環境上適正な再生利用のための香港国際条約（仮称）」（以下、「シップリサイクル条約」という。）及び「有害物質インベントリ作成ガイドライン」（以下、「ガイドライン」という。）に適合した、化学物質管理を行うための基本的事項を定め、これを維持・更新することを目的とする。
２．２　　適用範囲
本化学物質管理マニュアルは、当社の化学物質管理の実施・達成に関わる全ての活動、製品、サービスに適用する。

（1） 対象範囲は、舶用製品の設計から製造・販売までの業務とする。

（2） 適用サイトは１．２の事業所とする。

（3） 対象者は従業員（準社員、パートタイマーを含む）とする。
２．３　　関連文書

文書管理規定　　◇○－▽００７　　　（もし、あれば）
３．化学物質管理システム

３．１　　組織
当社の化学物質管理に関する組織図を以下に示す。
代表取締役社長


 化学物質管理責任者


総務部 　営業部 　設計部　　製造部　　品質保証部
３．２　　化学物質管理方針
社長は、当社の化学物質管理方針を定め、「シップリサイクル条約」及び「ガイドライン」に定められている規定に適合させる。当社の化学物質管理方針（以下、「方針」という。）を以下の通り定める。
(1) 法令の遵守
当社の製品に含まれる化学物質について、以下の法令を遵守する。
◆ 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）

◆ 特定化学物質の環境への排出量の把握等および管理の改善の促進に関する法律（化学物質管理促進法）
◆ 毒物及び劇物取締法
◆ 労働安全衛生法

◆ 特定化学物質障害予防規則

　　　　　　　　　等
(2) 調達先からの化学物質含有情報の取得

当社の舶用製品に使用される部品または原材料について、調達先から化学物質情報を確実に入手する。
(3) 方針の維持更新
方針が確実に実行されることを維持するため、社長は毎年１回、方針のレビューを行い、必要な場合には方針を改訂する。
(4) 方針の社内周知

当社で働く又は当社のために働く全ての人に方針を周知するため、各部門への説明、掲示板への掲示、回覧等を行い周知する。

また、一般の人が入手可能とするため、ホームページにも公開する。

○○工業株式会社 化学物質管理方針

私達は以下のように化学物質管に取り組むことをここに宣言します。
１．化学物質管理に関する法令および当社が同意する全ての倫理・道徳を順守します。
２．当社の舶用製品の製造にあたり、部品または原材料の化学物質情報は、調達先から確実に入手します。
３．化学物質管理を継続的に改善し、化学物質の取扱を適切に行います。

４．当社で働く又は当社のために働く全ての人に本方針を周知します。
２０１０年２月２２日

○○工業株式会社

代表取締役社長

◇◇ ▽▽ ㊞
３．３　　実施及び運用
社長は、化学物質管理を確立し、実施し、維持し、改善するために不可欠な資源を確実に利用できるようにする。この資源には、人的資源（人員、組織、専門的な技能、技術など）及び資金を含む。
 (1) 化学物質管理責任者

社長は、化学物質管理責任者を任命し、その管理責任者は、次の事項に関する定められた役割、責任及び権限を、他の責任に関わりなく持つ。

① 化学物質管理マニュアルに従って、化学物質管理が確立され、実施され、維持されることを確保する。

② 改善のための提案を含め、見直しのために、社長に対して化学物質管理状況を報告する。
(2) 組織図
当社の化学物質管理システムに関する組織図は３．１項に示す通り。
(3) 責任と権限
化学物質管理に関する各々の職責について、主なものは以下の通り。

① 体表取締役社長

(ア) 化学物質管理方針を定める。

(イ) 化学物質管理責任者を任命する。

(ウ) 化学物質管理マニュアルの承認・見直しを行う。

(エ) 化学物質管理の確立・維持・改善のために必要な人的資源及び資金を確保する。

② 化学物質管理責任者

(ア) 化学物質管理を確立、実施、維持、管理する。

(イ) 化学物質管理マニュアルを作成する。
(ウ) 化学物質管理に係る遵法性を定期的に評価する。

(エ) 改善提案を含め、見直しのために化学物質管理状況について社長に報告する。

(オ) 社内の化学物質管理情報の伝達・広報

③ その他の各部長

(ア) 自部門の化学物質管理業務に関する全ての責任と権限を有する。
(イ) 化学物質管理に係る法規制等を遵守する。
(ウ) 自部門に割り当てられる化学物質管理に必要な人的資源及び資金を有効に活用する。
(4) コミュニケーション
当社は、化学物質管理に関するコミュニケーションについて、以下に定め、実施する。
① 内部コミュニケーション
社内における化学物質管理上必要な事項について、化学物質管理責任者の指示の下、適切な方法でコミュニケーションを図る。

② 外部コミュニケーション
外部の利害関係者との化学物質管理に関するコミュニケーションについては総務部が対応し、その内容は記録し、化学物質管理記録として保管する。

(5) 調達先の選定
当社の舶用製品に使用する部品または原材料については、化学物質情報が当社に確実に提供される調達先を選定する。

なお、やむを得ない理由等により、調達先から化学物質情報を入手できない場合には、当社が責任を持って材料分析等を行い、化学物質情報を入手する。

(6) 調達先からの化学物質情報の入手
当社の舶用製品に使用する部品または原材料の調達先に対して、ガイドラインで定められている材料宣誓書の様式にて、化学物質情報を入手する。
調達先から得られた化学物質情報について、含有の有無及び含有量に不自然な点が無いか確認する。
(7) 調達先の調査
当社の舶用製品に使用される部品または原材料の調達先に対して、化学物質情報が確実に当社に提供されているかどうかについて調査する。
調査の結果、適切に行われていない場合には、化学物質情報を的確に管理するよう指導する。
(8) 部品または原材料の化学物質管理
当社の舶用製品に使用される部品または原材料について、有害な化学物質が使用されていないものを調達するように努める。
(9) 記録の管理
当社は、調達先から入手した化学物質情報及び当社の製品に関する化学物質情報について、「化学物質管理記録」として作成し、保管する。
保管期間は４０年間とする。
ＳＡＭＰＬＥ
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